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稚泊航路の記憶を伝える美しきモニュメント
稚内─樺太大泊間の旧稚泊航路整備の一環として、冬季の北西越波防止のために建設された半アーチ式ドーム。海上からの高さ14m、柱間6mの円柱70本を並べた長さ
427mの世界でも類を見ない独特の景観と構造を持ち、港湾土木史に残る傑作であるとともに、旧樺太航路時代の記憶を残す歴史的遺産。設計者は、当時26歳の土木技師・
土谷実。 （北海道遺産公式サイト https://www.hokkaidoisan.org/ より引用）

《北海道遺産》

稚内港北防波堤ドーム
（稚内市）



32020. FEBRUARY

2020年はどんな年になるのか？

2020年が明けて早21日が過ぎようとしています。

例年に比べ非常に雪が少なく、日常生活は楽になっておりますが、しかしながら雪が少ないこと

による弊害も発生しています。

各地スキー場の雪不足からスキー大会が中止もしくは、開催地が変更を余儀なくされています。

また畑作では凍害の心配も出ています。

また、東京オリンピックに向けて、雪を貯蔵して暑さ対策を行おうと、新潟県の魚沼郡から雪を調

達予定が、現在積雪0センチで今後の天気の状況を担当者はやきもきしているのではないでしょ

うか？

休日に神居スキーリンクスと十勝岳にスキーに行ってきましたが、やはり雪が非常に少なく、

オープンしているコースでも所々土が出ている状態でした。

十勝岳では普段なら雪の下に隠れているハイマツや岩が剥き出しで、滑ることのできるス幅が狭

くなっていました。もっとバフバフのパウダースノーを期待していたのですが、ちょっと残念でした。

近年ジャパウを求めて海外からのスキーヤーも増えております。

私たち印刷業も各産業の皆様からお仕事を頂き成り立っております。

どうか天気の神様、できましたら、スキー場の周辺だけ雪を降らせてください。

冬の観光は雪が関係しています。雪＝お金です。どうかお金を降らせてください。

そのお金が巡って、私たち印刷業に恩恵が頂けますよう、例年くらいの積雪量を1月・2月中くら

いはお願いを致します。

北海道印刷工業組合理事 山 田　 遵
株式会社山紀　代表取締役

雪不足

※本稿は 1月21日時点のものです。
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●理 事会は、岸理事長のあいさつの後、定数報告が
行われ、理事長を議長に議事に入った。

最初に、報告事項として、⑴事業実施状況について、
北印工組の事業、全印工連の事業、関係団体の事業に
大別して、10月に開催された第4回理事会以降の活動
状況が報告された。
⑵財務状況について、12月末の貸借対照表、損益計
算書、予決算対比表、賦課金納入状況の説明が行わ
れた。
⑶令和2年度賦課金決定のための売上高報告調査

について、1月17日に調査票を送付し、2月7日を報告
期限として調査を行うことが説明され、調査票提出へ
の協力要請が行われた。
⑷令和元年度各種表彰者について、板倉清氏（株
式会社アイテックサプライ代表取締役・前理事長）が
北海道産業貢献賞を受賞したことが報告された。
次に、議事に移り、⑴令和元年度下期事業スケジュー

ルについて、組織の拡大、広報活動の強化、未来を創る
業界運動の展開、共済事業への加入促進、福利厚生事
業の実施、組織･財政状況の検討、組合創立80周年誌
編纂の準備、第32回北海道情報•印刷文化典札幌大
会、創立80周年記念事業の準備を柱としたそれぞれ
の実施事業の内容、スケジュールが説明され、決定さ
れた。
共済事業への加入促進で、新たに北海道中小企業
団体中央会と提携し、ビジネス総合保険の加入推進を
図ることとした。製造業の幅広いリスクを補償する保
険で、団体割引が適用され、最大33％保険料が割引に
なる。さらに特約事項として「不良品・納期遅延に

より他人の経済損害事故補償」がセットできる。これ
は、印刷ミスにより刷り直しが発生した場合などによ
り得意先に経済的損失が発生し、損害賠償を請求さ
れたとき、最大1,000万円まで補償される制度である。
（制度の内容は6～7頁に掲載）
⑵支部別理事・監事数および選出基準について、
令和2年度は役員改選期にあたることから、定款規定
に基づき、組合員数に応じた各支部における理事・監
事の選出基準を決定した。
これにより令和2年度は理事15人（定款規定13人
以上17人以内）、監事2人（同2人または3人）となる。
⑶委員会の活動状況について、各担当委員長から
説明され、下期地区協前の2月に各委員会を開催する
ことが発表された。
⑷令和元年度下期北海道地区印刷協議会につい

て、日程・会場・時間スケジュールについて説明され、
決定された。
以上で議事を終了し、各支部の活動状況について支
部長からそれぞれ報告が行われ、理事会を閉会した。

令和元年度第5回理事会

第4四半期事業スケジュールなどを決定

令和元年度第5回理事会が、1月8日午後1時から札幌市中央区の札幌グランドホテルで、全道から理事
13人と監事1人が出席して開催され、第4四半期事業スケジュール、支部別理事・監事数および選出基準
などを決定した。
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●令 和元年度次期理事長推薦委員会が、1月8日正
午から、札幌市中央区の札幌グランドホテルで

委員8人が出席して開催され、満場一致で現理事長の
岸昌洋氏を次期理事長候補者として推薦することを
決定した。
なお、今後の手続きとしては、5月29日開催の令和2
年度通常総会において役員選挙を行い、その後、理事
会において、推薦委員会の審議経過ならびに候補者を
推薦し、理事長を選出することになる。

令和元年度第5回理事会

令和元年度下期北海道地区印刷協議会
日 時 令和2年3月6日㈮　14:00～18:40
会 場 ガーデンシティ札幌駅前（札幌市中央区北2条西2丁目19　TKP札幌ビル（アパホテル）TEL011-252-3165）
スケジュール

14：00
 ～15：00

全体会議
　①理事長あいさつ 北海道印刷工業組合理事長 岸　昌洋
　②全印工連あいさつ 全日本印刷工業組合連合会副会長 細井俊男氏
　③全印工連事業概況説明 全日本印刷工業組合連合会専務理事 池尻淳一氏
　④幸せな働き方改革STEP4説明 全日本印刷工業組合連合会

幸せな働き方改革プロジェクト副委員長 小野綾子氏

15：10
 ～16：10

分科会（委員会）
①組織共済委員会
②経営革新マーケティング委員会
③教育研修委員会
④環境労務委員会
⑤青年部委員会

16：15
 ～17：00

総括会議
①分科会（委員会）協議内容発表
②理事長総括

17：10
 ～18：40 情報交流会（懇親会）

次期理事長候補者に
岸 昌洋氏（現理事長）の推薦を決定

北海道印刷工業組合
メールマガジン配信登録受付中
メールマガジンの配信希望は、北海道印刷工業組合
のHPから申込受付を行っています。

［URL］

http://www.print.or.jp
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本制度は、ビジネス総合保険の特約補償であり、ビジネス総合保険とのセット加入が条件になります。
詳細は、下記までお問い合わせください。
《取扱代理店》アペックス株式会社（担当：中田）
〒062-0034 札幌市豊平区西岡4条5丁目1-32 S•Kビル2階　TEL：011-851-7755　FAX：011-851-5150
東京海上日動火災保険株式会社　札幌中央支店　金融公務課　担当：田代真美
〒060-0042  札幌市中央区大通西3丁目7  北洋大通センター17F　TEL：011-271-7285　FAX：011-271-7286
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●最 初に、岸 昌洋北海道印刷関
連業協議会会長（北海道印

刷工業組合理事長）が、年頭あいさ
つで、多数の来賓と参加者にお礼を
述べた後、「昨年は5月に元号が令
和となり、希望に満ち、夢に溢れるこ

とに期待が持てた年であった。一方、印刷業界は、印
刷用紙の大幅な価格改定に始まり、再生紙の調達難に
見舞われ、厳しい経営環境でのスタートとなった。こ
のような環境下において、北海道印刷工業組合はじめ
関連業協議会では、各企業の繁栄・発展のため、さま
ざまな活動を行ってきた。なかでも、全日本印刷工業
組合連合会が提唱したブランドスローガン、『Happy 
Industry～人々の暮らしを彩り、幸せをつくる印刷産
業』を掲げ、組合員企業一社一社がHAPPYカンパニー
を目指すことを目的に、待ったなしの働き方改革を実
行するため、そのプロセスを発信してきた。本年は今ま
で以上に取り組みを強化し、活力に溢れ、希望を持ち、
将来展望が描けるよう積極的に取り組んでいく。また、
北海道印刷工業組合は、本年5月29日、札幌パークホ
テルにおいて、第32回北海道情報･印刷文化典札幌大
会ならびに組合創立80周年記念事業を同時に開催す
る。全道の関連業の皆さんが一堂に会し、直面する課
題を討議し、研鑽を重ね、経営基盤の安定強化を図り、
親睦を深め、連携をより強固にし、情報技術が変革す
るなかでの、印刷産業の方向性を見出す契機にしてい
く。併せて、北海道印刷工業組合は、昭和15年1月の
設立以来、先人の努力と尽力により、今年で創立80周
年を迎えた。この偉大な歴史を引き継ぎ、偉業と伝統
を次代に託し、新しい時代にさらなる発展を期してい
く。8月には、東京オリンピックの競歩とマラソンが札
幌市を会場に開催されることになった。世界中の人々
が、自然環境豊かな札幌・北海道に注目し、多くの方々
が訪れ、間違いなく新しいビジネスチャンスが到来す
るので、広くアンテナを張って情報を捉え、各社、社員
一丸となって英知を結集し、発展・繁栄の礎とされる
ことを期待する。さらにHOPE展を9月4日から5日に
アクセスサッポロで開催する」と述べた。
つづいて、来賓紹介の後、来賓を代表して3人から祝
辞が述べられた。

安藤保彦経済産業省北海道経済
産業局長は、「今年は何と言っても
東京オリパラということでここ札幌で
もマラソン、競歩、サッカーの競技が
見られる。他にも4月24日白老町の
ウポポイのオープン、日露地域交流年

が政府間の取り決めで今年・来年の2年間ある。そ
のイベントの開会式が5月か6月に札幌で行われそう
だということもある。ほかにも北海道の経済にとって
プラスになりそうなイベント、ニュースが目白押しとい
うことで、官民挙げてオール北海道で大いに盛り上げ
ていければと思っている。私は印刷業界と最近、縁が
あり、3年前まで中小企業庁の取引課長というポスト
に就いており、下請け取引の適正化や取引条件の改善
といったような仕事を総理官邸からも指示を受け行っ
ていた。国や自治体との契約の官公需の担当もしてお
り、官公需法の施行も担当していた。当時、全印工連
の臼田会長、白子議長はじめ印刷組合幹部の皆さんと
いろいろと議論をさせていただき、何社かヒアリングも
させていただき、官公需で特に著作権、知財のところ
が大変困っているという話をいただき、平成29年の閣
議決定、『国との契約の基本方針』の中にコンテンツ
版のバイドール条項を盛り込み、最低価格調査制度の
有効活用を印刷業にも適用していただくよう記載、盛
り込ませた。今、印刷業は電子書籍の普及等によって、
非常に紙の需要自体が減ってきており、用紙の値段が
どんどん上がっているということで、非常に経営環境
が厳しくなっていると思う。ピーク時は8兆円を超え
ていた業界全体の売上が5兆円近くに下がっていると
伺っている。北海道経済産業局でも皆さんの生産性

令和2年新年交礼会が盛大に開催
北海道印刷関連業協議会の令和2年新年交礼会が、1月8日午後5時から札幌市中央区の札幌グランド

ホテルで、来賓・印刷・関連業者約180人が出席して盛大に開催された。

岸　昌洋 氏

安藤保彦 氏
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向上に向けた取り組み、人手不足対策、中小企業対策
としての事業承継支援、BCPの支援などさまざまなメ
ニューを用意している。補正予算で、ものづくり補助
金、持続化補助金、IT補助金といったようなメニュー
も用意させていただけそうな状況になってきているの
で、北海道経済産業局を活用いただき、前向きな取り
組みについて相談をいただければと思う。厳しい経営
環境のかなかで、しっかり踏ん張って企業を盛り立て
ていただきたいと心から願っている」と述べた。

鈴木直道北海道知事の代理として
出席した、倉本博史経済部長は、「貴
協議会は、企業・団体の力を結集し
て情報交換会、講演会を開催されて
おり、印刷業界の発展はもとより本道
地域経済の発展に大きく貢献をされ

ていることに深く敬意を表する。昨年、元号が令和に
変わり、大きな節目の年となった。北海道の外国人観
光客が300万人台を突破した、G20観光大臣会議、ラ
グビーワールドカップなどの機会を通じ、北海道の魅
力を世界に広く発信することができた年であった。本
年はさまざまな機会がある。オリンピックは、本当に
降って湧いたようというか、予期もしていなかったが、
大きなチャンスであり、マラソン、競歩が開催される。
コースも発表されたが、北海道庁の赤レンガ庁舎の前
を通る。本当は今年度から改築工事に入り幕を覆う
予定であったが、それを遅らせて映像が映るように、北
海道の札幌の各地が世界の方々の目に映る、これは今
後のピーアールの材料にしていきたいと思う。4月に
は民族共生象徴空間の開設もあるし、全国初の取り組
みである道内7空港の一括民営化がスタートする。こ
ういった機会を1つ1つ成功させて、その成功は次の
成功に結び付けていく好循環をしていくことが今年の
大きなテーマであると知事から指示を受けてやってい
る。道としても道民の皆さんとともにこうしたチャンス
をしっかり道内経済の活性化に結び付けていけるよう
取り組んでいきたい。また、人口減少のなかで喫緊の
課題である人手不足対策の人材の確保・育成にも全
力で取り組んでいきたいと考えているので、引き続き、
皆さんの理解、協力をお願いしたい。印刷業は、日々
の技術革新を通じて産業の事業活動を支えているだ
けでなく、文化の継承、地域における情報化の推進に
大きな役割を担っている。長年培ってこられた技術を
活かし今後の地域の振興、本道経済の発展に力添えを
いただければと思っている」と述べた。

秋元克広札幌市長の代理として
出席した、村山英彦経済観光局長は、
「岸会長はじめ北海道印刷関連業
協議会の皆さんには日頃より北海道
の印刷業の発展をリードし、さらに札
幌市の産業の振興にも大きく寄与さ

れていることに感謝を申し上げる。印刷産業は、デジ
タル技術の進化、ペーパーレスということもあり、情報
メディアの紙からのシフトというのが聞かれている。
需要の方は減少傾向ということで、人口減少、少子高
齢化の関係で人材の不足、確保、育成に関し大きな課
題となっており、印刷業界を取り巻く環境は厳しいも
のがある。変化していると我々、認識している。そうし
たなかで従来の印刷物の作るということに加えて顧客
の課題を解決する情報価値創造産業というビジネス
の領域を拡大するということで果敢に取り組まれてい
ることに敬意を表するとともに今後さらなる推進に期
待申し上げる。札幌市は、昨年、この4年間の市政運
営を取りまとめたアクションプラン2019を作った。も
のづくり産業をはじめとして各産業の特徴を捉えた人
材確保・育成を重点プロジェクトの1つとして掲げて
いる。具体的には経営相談窓口、人材確保相談窓口、
製造業に関しては高校生にものづくり体験をしていた
だくイベントとして、わくわく学校祭を開催して若年層
の方に、将来的な就職へ地元企業を発信していくこと
としている。今後の札幌のものづくり、そういった産
業のさらなる発展につなげていくために企業、関係団
体とさまざまな場面で連携した取り組みを進めていき
たいと思っているので引き続き協力を賜りたい」と述
べた。

次に、乾杯に移り、尾池一仁北海道
中小企業団体中央会会長の代理とし
て出席した、福迫均専務理事は、「先
ほど、安藤経産局長のあいさつでも触
れられていた、ものづくり補助金であ
るが、私どもは平成24年度の補正予

算から継続して事務局を受託させていただいている。
今年度補正予算で持続化補助金も含めてという話で
あるが、3,600億円という大きな予算を確保していた
だいたし、使い勝手の方も事業者の設備投資計画に
合わせて応募できるように、かなり改善されていると
聞いている。私どもの団体、この事業が継続されるよ
うに、内容が拡充されるように要望してきたが、大変あ
りがたく思っている。ついては中央会が引き続き事務
局を受託できるように皆さんにも力添えを賜れば幸い

令和2年新年交礼会

倉本博史 氏

村山英彦 氏

福迫　均 氏
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に存じる。令和2年が北海道の印刷関連業の皆さん
にとって実りの多い1年となり、参会の皆さんが健勝で
活躍されますよう祈念する」と述べ、乾杯が行われ開
宴した。

祝電披露が行われ、新年のあいさ
つと歓談が続くなか、守田敏治北海
道印刷関連業協議会副会長（北海
道紙器段ボール箱工業組合理事長）
が、「今、我々の業界もなかなか裾野
が躍進的に伸び上がるような力が、こ

こ数年少し落ちており、踊り場で足踏みをしているよう
な状況が続いた。今年は何とか各社それぞれ革新的
なことを1つ考えて勇気をもって一歩前へ出られるよ

うな、そういうようなかたちにしていきたいと思ってい
る。先ほどの話の中で、昨年10月の中過ぎびっくりし
た。あれだけ東京オリンピックを誘致した東京で、オ
リンピックの一番の花形がマラソンである。そのマラ
ソンが札幌で行われる。考えてみたら凄いことである。
男性、女性合わせて約6時間、札幌の街中が全世界へ
放映される。北海道として、札幌として経済効果は何
よりも大きいと思う。私たちの業界も数年、先ほど言っ
たように厳しい時代もあったが、これは、今年は最高の
年になると思う。本日、参集の皆さんの健勝と各社ま
すますの発展、北海道印刷関連業協議会のますます
の発展を祈願する」と述べ、一本で締め、令和2年新年
交礼会を閉会した。

令和2年新年交礼会

リョービＭＨＩグラフィックテクノロジー株式会社営業本部東日本支社札幌支店 代表者：高塚泰之
〒062-0937 札幌市豊平区平岸７条14丁目3番48号　電話：011-831-2501／FAX：011-831-1366

令和2年1月1日加入

新 規 加 入 賛 助 会 員

▶ 北洋凸版印刷㈱社長に関向樹志氏
北洋凸版印刷株式会社（帯広市西20条北2丁目23番地1号）は、このたび、野津雅之社長が会長に就任し、新し
く代表取締役に関向樹志氏が就任した。

業 界 の う ご き

守田敏治 氏


